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いぅ ィメ ージがあるので，品 
きをみると一 n 瞭然 •$ い。 
「手打ちを入でも多くの人 
に味わつてもらえたら — J 


檜をふんだんに使った店が 

まえからして，いかにも「手 

打ちそば J にふさわしい。估 

主 •» 柳成典さん自ら埼玉， 

そして神奈川へ足を連んで木 

材を遒んできた。 

手打ちというと 「离 い」 と 



そばが「手打ち」どころか、 
店全体が「手づくなので 
ぁる n 美大卒業の店主•洒并 
f 心英さんと友人たちの作品 
だ。 S の一つ一つにまで ， T 
づくりのぬくもりが® じられ 
るのがぅれしい。 

そばはもちろん：? fi 并さんが 


こラ r 

佶更 


栄町5.|12*丨0(37)0991 



心を込めて打つ。平均した a 
H のそば粉が' |年中使える 
のも自 sr ご推藜は「かき m 
げそば」(六〇〇円、 

もぅ一つ，この店独特のも 
のに'店内に S 術作品を展ポ， 
月に 一 N の割で展示内容をか 
える という。 ギヤ ラリ—の 中で 
うまい そばを食べる、他の tli 
では味わえないリッチな 51 分。 


rn おざき 


店主•尾 arw 司さんは若い 
H に r 玉川厗二御岳)で修業 
して，本格的な手打ちそぱの 
技術を#につけた。 

坝在の店は47午に|«店•以 
來， Is して伝統の味を守り 
通している。また， PTA の 
父母、学校の先生方、子供た 
ちにも出張して打ち方を教え 
ているといぅ熱心さ。 





吾平 
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店主の SW 
年雄さんがこ 
の jffi を始めて 
22年になる。 
いま風にいえ 
ば脱サラであ 
る。 •« して 
信州内* its 、 te 統の手打ち仕 
來に徹しているだけに、そば 
通を滴足させる味はさすが。 

「何も出米ないが，昔の人が 
やつてきた仕*をそのまま受 
け継いでいます。食べてくだ 
さつたお客さまが*ごちそぅ 
さまです*といつて下さる。 
ありがたい$です J とご主人。 
仕率は二嘗に受け継がれる。 


え <てびあ 

手打 



立川美食俱楽！ 


スーパー「いなげや j のテ 
ナントで店を出して，10年の 
RH が fit れた" 

店主•内野®雄？んがそば 

をこねる•のばす，切る A それ 
ぞれの動作が茗にあざやか。 
，のばす < 段になると•反物 
にでも触れているよう • 
手打ちの技術は， H 本そば 
界の第一人者、片倉康維氏(足 



信濃茶屋 

利市「振庵」》ゆずりのもの U 

店内に「友裔+門下の aj が 

ある" 

客席が24席と，こじんま〇 

した店内だが、手打ちの味は 

確か*一番のご推箱は、と問 

えばすかさず「天ざる j (八〇 

0 円》を指してくれた。 


李 町— 38 , 10 cr (37)1851 

















































C てび承 

豆事典 
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3 月 io 日、午齣 io « i ジ t スト、 a 障マ，ソンの名％担 
って332人がスタートをきった.由日: t の風4 一 Sm 、 
« UI 7 ft . < もり S , 
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スター►前のランナーの 
%独、鵪正さに_志％秘め 

て a 五輪代裹ラザール道手., 


m いすんでち1つと寒いね/ 
金力で藿けた後は気锖いいも 
んだよ • _售か衷人か恂蚤》 
しているのだろう， 





5キロマラソンは午後 I 畤スタート，ポク 
もワタシもォレも、ワシだって日®の成果を 
みてくれ3 v 1022人入り灑つてガンパル難/ 


子®邊り？大会最高記»で フイニツ 

シュしたラサール 選手.その優费なフ 
オームに立川 市 RU 情しみない拍手を， 


立川九中吹春典*も事加*マ_チ 
を*春してポク遑の▼ラソンだゾ， 



がん U 才 
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一 ^には何回も出 
発の時があります。 

故 I 年の始まりは 
元日一です。日本には 
この ttl に2回の出発 
の日，即ち1¢分と四 
H 一 R があります。台風の よく 上 
陸する頃を二百十日といい^^^^ 
それは節分か，：えての Hft です • 
学校とか官庁•その他数多くの会 
社の会針年度は四 a ： I £=から出« 
させます。 

この 新年度と いぅのは、国によ 
つてず い分と違いがあり•その国 
の考え方が映し出されています。 
T メリ々、 フランスでは 9 月です。 
欧米入の#え方は長い夏の暑い時 
期にたつぶり休養を とり、 体费明 
けの涼しくな つてく る 頃に、 ffi し 
い芊度のスタ—卜がきられる こと 



☆日本の立川の舞台に「長安の # J 

が] i る……。 

現代中国芨術の華「仿赍楽舞/ 
かつて玄宗皇帝が*した「仿唐来 
舞」が I 千二百年の時を超えて • 
今、立川に。唐代の美女が舞い、 

W 登が響く • 4月11日午後6時30 

分、立川市市 E 会鲔。チケットの 

お問い合わせ•卸予約は立川市市 

民会館 <n 26 1 13 1) その他 


立川市内各ブレイガイド" 



☆立川子ども 劇竭 にはいりません 
か？ 

生の舞台を I 苒楽を、今日から 
みていさましょぅ/•そして、+ 
育てについてみんなで！#り合いま 
しょぅ•生の舞台を H たり • 盎来 

を聰いたり*スケ 子どもま 

つり，キャンプなど——•親にと 

つてはかかすことのでさない子宵 

ての話など•いろ\/なことを通 


し•子供連に夢をチえ、大人，子 

供の区別なく一つになれる場を61] 

9出してゆこぅとしています • 5 

月1233には「子供まつり」を、6 

CC 29 B には『ジゼル」(日本コンサ 

—卜 tA 会 r 7月 141=「ア—サ|大 

野ふれあい n ンサ—卜〃言導犬と 

共に•」を予定•入会金3 00円、 

月会 S 700円*入会申し込みは 
立川子供刺塌事務局(立川市唰 WI 


1133— 7 S 26 —073 1) へ。 
☆ 立川伊勢丹にて「大皮の市」が … 
4 〇 11 〜 150^ 皮 « 品の描 9 出 
し物 多数。 18 彳 23 日 「婦人眼底値 
市」•同時に 紳士 K も 、# • 初 S の 
服が忠いがけない 姐段で 見つかる。 

25 〜 30 日「北海道 物 北海道 

の味の特産物が ^* ぅ。 

☆ メガネ * 用 Is 氏に耳ょりなお知 

らせ-0 

どこで IR 入したメガネでも* 修 

理一切無料， といぅお®が立 川駅 

北 =1, 矛 | デパートの蓳びの「ァ 

ド」•メガネ•コンタクトは、 一流 

ブラン ^^ 超 $ 値で tt 充 。さらに 

「アド」のメガネは 3 年間の保険 付 

$と至れり尽くせり。4月15日ま 

で M 立 8 阇年記念セ—ルでさらに 

安 ^: 刖価 格で K 売。お H 上げの 

方にはもれなくシヤ — プペンシル • 

抽遘で才 — トバイー台があたる ■ 

(0 2713352) 



からも•これは立川市にとつても 一 
一大 tr 

当日は立川発10時53分の念行「ア 
ルブス3皆」を祝賀列車として、立 
川市、 «[ 川商工全嫌所、立川«光協 | 
佥などが中心となり•紀念式典が 
行われた。 W 係者の中には立川市 
市長序中±良氏の顔も«,える"降 
りしきる S の中•「アルブス3号」 
が立川駅の七*線に到赛すると拍 
手が沸さ，ミス立川から r アルブス 
3号」の運 te 土と立川釈々及に花 
束が贈呈された❼「アルブス3号」 
は短く警笛を味らすと*「万霞！」 
の声に送られてホ—ムを離れた。 

H 鉄 i 西鉄遒苷理 W の話では' 一 
駅ビルの完 A や、 < nier 南武榇 _ 
の筆客の增加に伴い•発展しつつ 
ある立川に特 a を f ?- 車させること 一 
にょり、八王—で出なくとも* 
れるょぅ乘客の便宜を図ったもの 
といぅ • 

スビ—ドが光り物の特急列車だ 
けに•立川•八£子と#接する一 
つの釈に停めためではスピ—ドダ 
ウンを招く S : れがある■そこでと 
リあえず長野铁道管理«内にスビ 
I ドダウンのしわ寄せの及ばない 
中府止まりの「あずさ」で実施し • 
乘客の勖向を見ながら^#も立川 
停丰の*-1あずさ」を增して行きた. 

と語つている。 


度 
新 


年 


にな人 fra の身体 
本位な考え方のよう 
ですね • 

日本では、明治政 
府によつて四月が年 
度初めと^ C ^ i - J た • 
&い冬が終って木々の緣が I 齊に 
茅をふき，中でもその葉の緑をま 
たずに唆き始めるサクラの佗が X 
夕—卜の号砲のように例えられて， 
自然を中心に考之られたのが口本 
の新年度のようです•何故、四月 
が年*初めなのかという项由は法 
律には se されていません。 

また、四月は人間を逢いの岸か 
らお救いになるために生まれてこ 
られたお釈迦さまの£生日が八 H 
です。¢1持を新たに迷いを断ち、心 
の新年度も又スタ—卜させてはど 
うでしようか。 


接花ははえむ昨今，立川が一 » 

|美しい李断をむかえました。#う 
ららの午後、どうぞ真如矩の精舎 
餐親へお出かけ下さい•どなたさ 
まも、お ft 鞋にどうぞ。 

• 0時 4 H 13 Qtt > 午後2時か 
ら4時まで* 

• 御本蝝、典如宝物館のごを 
はじめとして、映•幽など斑リだく 
さんの甲意かしてございま 
す。 

• 立川市民(成人)に限ら 
せて頂きます。 

• お申し込みは「えくて びへ：^ 
あん • n ンパニオン」(本誌 
を手*してくれた人)へ • @ 

⑱雲 




1シヤンブ-ィプシ 

i?tt 川 R 北口•ガスタンク 

CO 手明を左に人つた「ィブシ 

<TD ン美容 室」 0 231091 

^ では，パ — マ•カブトのお 

^ 客嫌に限り * シヤンブ—代 
無料の * えくてびあんシヤンプ 1„ 
として四月いつばいまでをサービ 
ス期間とします * 甏、类容，曹付 
など • 何でも相談してください。 
たとえば、费物は * られるけど、 

帯が結べない - ど。また美し 

くなる n ツ、などの荚棼のために 
得な話がたくさん /. 


立川クイズ 〈第四回> 


「立川の昧路」 の 短期連«が 
好評です • 

今月は鉄道に N する問靼 
です •ズバリ、 立川 市内に 
「駅」 がいくつ あるで しょぅ 
か？ 「えくて びあん」新年 
号付録の立川途図を じっく 
9 11 めて 数えて ください* 

案外、 多いのに お気づきに 
なる でしょぅ • 

*3 月号の答え ffij 
炙摩 川の 水源地は山梨県です ゃ 


表紙は語る 


XSOI フロ — ゲ」 
シエフ 

藤生！ i 治さん 




編集 

後記 


独特の手つき， 
眼差しで造りあ 
けてゆく砂糖篥 

子•スイス) IBI といつたらいいのか。 

「スイスのパ—ゼルで»钱してい 
た頃に身につけたものです • 

»生さんの作品には、どこかに 
アルブスの#胤がそょと吹いてい 
るよぅな•さわやかな味がある D 
「スイスの製*学校から，フラン 
ス*才—ストリアと仕！して三 
年ばかりの i でした」 

メルヘンは " n 技術」をこえた* n 心」 
の fit 界、癱生さんの真#項だ* 


♦立川市こぞつて 
の国際マラソン応 
援は、この行¥が 
毎年のィベントと 
して「定肴してきた」ということだ • 
•もう I つの表^少ないショット 
の特集でお伝えできただろうか* 
** 国限▲という名にふさわしく昭 
和 K 念公 II も亦•市民の lie いの塲 
として利用者がふえていいう- 
*中国«久の歴史を今に•仿 «• 浆 
は市民会館の方の努力で実つ 
たもの。国除的に ji 用する製菓技 
術のスィ—トメルヘンと*今^は 
国睽色？でし .； T 
♦本格派を潢足させる，手打そば* 
伝統の味シリ—ズとして今後も 一， 
発 ffi に努力するつ t りです。 

♦国除的？名まえが通る之くて 
びあん、も国際的だ3えく • 
てびあん ■ 

<碥& NrxA 夸 S+KA リ抽搾 UJ 
? a |«九||+ 二•奉. JI 欠 f » 裏 K 
{¥真：天»|<興|««田鼉: 6 ス,ジォ 15 , 
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